
(57)【要約】

【課題】（１）地上投入口高さ１６にある投入口下端部

９より内面下部１０まで投入した前端円筒１，（２）地

上排出口高さ１７にある排出口１３の中心に後端截頭円

垂筒２，（３）前端円筒１及び後端截頭円垂筒２を連続

した形状にした回転筒３を提供する。

【解決手段】排出口の中心に回転軸をもち，平滑な地上

面に対して前傾斜角αを有する傾斜回転筒を特徴とする

。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 部 の 前 端 円 筒 （ １ ） 及 び 後 部 の 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ２ ） を 連 続 し た 形 状 の 傾 斜 回 転 筒 （ ３
） を 設 け ， 前 端 円 筒 （ １ ） の 上 部 に 接 し た 前 固 定 台 （ ４ ） に ， 投 入 口 （ ５ ） ， 投 入 口 蓋 （
６ ） お よ び 投 入 口 下 端 部 （ ７ ） を 設 け ， 地 上 投 入 口 高 さ （ 約 １ ｍ 以 下 ） （ ８ ） に あ る 投 入
口 下 端 部 （ ７ ） よ り 前 端 円 筒 （ １ ） の 内 面 下 部 （ ９ ） ま で 投 入 し ， 投 入 口 下 端 部 （ ７ ） よ
り 取 り 付 け た 傾 斜 樋 （ １ ０ ） を 後 方 下 部 へ 傾 斜 し ， か つ 前 端 円 筒 （ １ ） の 内 面 下 部 （ ９ ）
に 接 す る よ う に 構 成 し ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ２ ） に 接 し た 後 固 定 台 （ １ １ ） に 排 出 口 蓋 （ １
２ ） を 設 け ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ２ ） の 排 出 口 （ １ ３ ） の 中 心 に 地 上 排 出 口 高 さ （ １ ４ ） を
設 け ， 排 出 口 （ １ ３ ） の 中 心 に 回 転 軸 （ １ ５ ） を 設 け ， 平 滑 な 地 上 面 に 対 し て 前 傾 斜 角 α
（ １ ６ ） を 有 す る 傾 斜 回 転 筒 （ ３ ） を 設 け ， 傾 斜 回 転 筒 （ ３ ） を 駆 動 す る 傾 斜 架 台 （ １ ７
） 及 び 前 固 定 台 （ ４ ） と 後 固 定 台 （ １ １ ） を 横 置 き に す る こ と を 特 徴 と す る 傾 斜 回 転 筒 ゴ
ミ 貯 留 機 。
【 請 求 項 ２ 】
傾 斜 回 転 筒 （ ３ ） の 内 面 円 周 上 に 螺 旋 状 羽 根 （ １ ８ ） を 設 け ， 傾 斜 回 転 筒 （ ３ ） 内 の 横 断
面 に 支 柱 （ １ ９ ） 及 び 防 止 円 板 （ ２ ０ ） を 設 け ， 螺 旋 状 羽 根 （ １ ８ ） と 防 止 円 板 （ ２ ０ ）
の 間 に 横 断 隙 間 （ ２ １ ） を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留
機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
地 上 高 か ら ゴ ミ を 直 接 投 入 で き る 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 は ， ゴ ミ を 前 部 の 投 入 口 へ 投 入 し ， 後 部 の 排 出 口 か ら 排 出 し ， そ
の 間 に ゴ ミ を 回 転 し 移 送 す る 回 転 筒 で 設 け る 。
投 入 口 の 方 向 に ， 回 転 筒 に ゴ ミ を 投 入 す る た め ， 前 部 に 大 径 の 円 筒 （ シ リ ン ダ ー ） が 設 け
る 。
排 出 口 の 方 向 に は ， 排 出 口 蓋 を 閉 鎖 し ， 排 出 口 の 円 径 を 小 さ く す る た め ， 後 部 に 截 頭 円 垂
筒 の 形 状 を 設 け る 。
截 頭 円 垂 筒 は ， 前 部 の 大 径 か ら 後 部 の 小 径 へ ， 径 違 同 心 円 筒 （ レ ジ ュ ー サ ） を 形 成 し て い
る 。 円 筒 よ り 同 径 の 截 頭 円 垂 筒 を 連 続 的 に し た 回 転 筒 に な っ て い る 。
従 来 の 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 で は ， ゴ ミ 投 入 者 が 前 側 の 投 入 口 を 開 け て ， 貯 留 機 内 に ゴ ミ を 投
入 し 貯 留 す る 。 ゴ ミ 収 集 車 が 定 期 的 に 配 送 す る と ， 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 の 後 側 の 排 出 口 か ら
ゴ ミ を 落 下 し ， ゴ ミ 収 集 車 の 収 集 口 に 貯 留 さ れ る 。
ゴ ミ 収 集 車 の 車 高 は ， 配 備 さ れ た コ ン ベ ア 排 出 用 移 送 装 置 等 を 併 設 し て お り ， 地 上 排 出 口
高 さ は か な り 高 い 基 準 に 設 け ら れ て い る 。
排 出 口 の 中 心 は 地 上 排 出 口 高 さ 約 １ ． ７ ｍ 以 上 あ り 高 い 。 排 出 口 の 中 心 に あ る 回 転 軸 は 通
常 地 上 と 平 行 に な る 。 水 平 な 回 転 筒 を 長 く ， 直 径 を で き る だ け 小 さ く す る 。 し た が っ て 回
転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 を ， 地 上 面 よ り 高 い 位 置 に 設 け て い る 。
投 入 口 は 回 転 筒 の 前 方 向 に 位 置 に さ れ ， 地 上 排 出 口 高 さ 約 １ ． ７ ｍ 以 上 の 高 さ に な っ て い
る 。
し た が っ て ， 投 入 口 へ 人 力 で ゴ ミ を 投 入 す る た め に は ， 投 入 口 の 高 さ を １ ｍ 以 下 に し て ，
ゴ ミ 投 入 用 階 段 や ス テ ッ プ 等 の 段 差 を 設 け た 。 段 差 を 地 上 高 よ り 高 く し て 配 設 し ， ゴ ミ 投
入 者 が 段 差 に 立 っ て 始 め て 投 入 を 可 能 に し て い た 。
し か し 実 際 に は 段 差 の 便 益 が 良 く な い の で ， 直 接 の 地 上 に 立 っ た ゴ ミ 投 入 者 が ゴ ミ を 「 地
上 直 接 投 入 」 に す る よ う に 要 望 し て い る 。
た と え ば ， ゴ ミ 袋 の ゴ ミ 容 量 は か な り 重 量 が あ る の で ， 機 械 的 力 な ど の 反 転 用 コ ン テ ナ 装
置 等 を 使 用 す る 場 合 が 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
最 近 に な っ て 身 体 障 害 者 へ の 配 慮 の 観 点 か ら ， 住 宅 建 設 の 必 須 条 件 と し て バ リ ア フ リ ー （
搬 送 路 面 の 段 差 の 排 除 ） の 考 え 方 が 義 務 付 け ら れ る よ う に な っ た 。
住 宅 か ら で る ゴ ミ の 投 入 に 際 し て も ， 身 体 障 害 者 が 車 椅 子 か ら 容 易 に 直 接 投 入 で き る よ う
な 設 備 で 要 求 す る よ う に な っ た 。
住 宅 な ど で 人 力 で 投 入 さ れ る ゴ ミ 袋 な ど で は ， 容 量 約 ４ ０ リ ッ ト ル や 重 量 約 ２ ０ キ ロ グ ラ
ム 等 の 大 き さ が 必 要 に な っ て き た 。
し た が っ て バ リ ア フ リ ー へ の 機 能 性 と し て ， 大 き さ や 重 さ や 平 坦 さ や 危 険 性 な ど の も 必 要
に き て い る 。 と く に 無 段 差 （ ノ ン ス テ ッ プ ） が 重 要 に な っ て お り ， 高 い 作 業 へ の 便 益 が 必
要 に な っ て い る 。 最 近 で は ， 無 段 差 の た め の ゴ ミ 移 送 機 を ゴ ミ 貯 留 機 へ 付 設 し て い る 。
こ の た め に バ リ ア フ リ ー の 機 能 と し て ， 独 立 し た 機 能 を 付 設 し た ゴ ミ 移 送 機 が 複 雑 に 余 計
に な る こ と も あ る 。
便 益 性 は 良 く な っ た が ， ゴ ミ 投 入 機 の 機 械 装 置 に 対 す る ， 設 備 費 や 電 気 費 や サ ー ビ ス 費 等
の 利 益 性 が 問 題 に な っ て い る 。 し た が っ て ゴ ミ 投 入 機 に 便 益 性 と 利 益 性 能 を 比 較 し ， 費 用
対 効 果 の 経 済 性 を 高 く す る 方 法 を 課 題 と し た 。
課 題 に つ い て の 条 件 を つ ぎ に 示 し た 。
（ １ ） 投 入 口 の 合 体 し た 条 件
地 上 投 入 口 高 さ に あ る 投 入 口 下 端 部 よ り 内 面 下 部 ま で 投 入 し た 大 き な 前 端 円 筒 が 必 要 で あ
る 。
（ ２ ） 排 出 口 の 合 体 さ れ た 条 件
地 上 排 出 口 高 さ に あ る 排 出 口 の 中 心 に 小 さ な 後 端 截 頭 円 垂 筒 が 必 要 で あ る 。
（ ３ ） 一 つ の 風 袋 と し た 回 転 筒 の 条 件
大 き な 前 端 円 筒 及 び 小 さ な 後 端 截 頭 円 垂 筒 が 一 つ の 風 袋 に し た 回 転 筒 に な り ， 移 送 お よ び
貯 留 で き る 機 能 の 回 転 筒 が 必 要 で あ る 。 こ の 三 つ の 条 件 を 合 体 す る に は ， 大 き な 円 筒 及 び
径 違 円 筒 を 大 き な 回 転 筒 が 必 要 に な る 。 し か し 大 き な 回 転 筒 で ゴ ミ を 貯 留 で き て も ， ゴ ミ
を 移 送 す る が で き な い 。
し た が っ て 一 つ の 中 の 手 段 と し て は ， 前 傾 斜 角 α を 利 用 し 傾 斜 回 転 筒 を 小 さ く で き る 方 法
で あ る 。 内 面 下 部 の 地 上 点 と 排 出 口 の 中 心 点 を 一 定 の 高 さ に し て ， 前 傾 斜 角 α に 与 え る こ
と で 傾 斜 回 転 筒 の 直 径 の 大 き さ を 変 え る こ と が で き る 。
傾 斜 回 転 筒 の 直 径 を 小 さ く す る と ， 前 傾 斜 角 α は 大 き く な る 。 ゴ ミ が 前 方 向 へ 逆 行 し て 降
下 す る の で ， 排 出 口 へ ゴ ミ の 移 送 量 が 少 な く な る 。 前 傾 斜 角 α は 小 さ く す る と ， 回 転 筒 の
長 さ を 大 き く な る 。
ま た ， 前 傾 斜 角 α が 大 き く な る と ， 前 固 定 台 と 前 端 円 筒 と の 間 に 大 き な 傾 斜 樋 が 必 要 に な
る 。 一 般 的 な ゴ ミ の 質 に 実 験 す る と ， 前 傾 斜 角 α に 妥 当 で き る 数 値 で は ５ ° か ら ８ ° の 角
度 で あ る 。
し た が っ て ， 前 傾 斜 角 α を 小 さ く し た 実 施 例 の 請 求 項 １ と し て ， 一 つ の 手 段 と し て 提 供 し
た 。
つ ぎ の 請 求 項 ２ と し て ， 前 傾 斜 角 α を 大 き く し ， 傾 斜 回 転 筒 の 直 径 を 小 さ く す る よ う に ，
新 し い 形 状 の 構 成 を し た 。 す な わ ち ゴ ミ の 移 送 量 の 降 下 に 対 す る 方 法 と し て 回 転 筒 内 の 横
断 面 に 防 止 円 板 の 手 段 を 設 け た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ は ， 前 傾 斜 角 α を 小 さ く し た 回 転 筒 の 形 状 で ， 五 つ の 項 目 と し て 構 成 さ れ て い る
。
（ １ ） 前 部 の 前 端 円 筒 １ 及 び 後 部 の 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ を 連 続 し た 形 状 の 傾 斜 回 転 筒 ３ を 設
け る 。
（ ２ ） 前 端 円 筒 １ の 上 部 に 接 し た 前 固 定 台 ４ に ， 投 入 口 ５ ， 投 入 口 蓋 ６ お よ び 投 入 口 下 端
部 ７ を 設 け る 。 地 上 投 入 口 高 さ （ 約 １ ｍ 以 下 ） ８ に あ る 投 入 口 下 端 部 ７ よ り 前 端 円 筒 １ の
内 面 下 部 ９ ま で 投 入 す る 。
（ ３ ） 投 入 口 下 端 部 ７ よ り 取 り 付 け た 傾 斜 樋 １ ０ を 後 方 下 部 へ 傾 斜 し ， か つ 前 端 円 筒 １ の
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内 面 下 部 ９ に 接 す る よ う に 構 成 す る 。
（ ４ ） 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ に 接 し た 後 固 定 台 １ １ に 排 出 口 蓋 １ ２ を 設 け る 。 後 端 截 頭 円 垂 筒
２ の 排 出 口 １ ３ の 中 心 に 地 上 排 出 口 高 さ （ 約 １ ． ７ ｍ 以 上 ） １ ４ を 設 け る 。
（ ５ ） 排 出 口 １ ３ の 中 心 に 回 転 軸 １ ５ を 設 け ， 平 滑 な 地 上 面 に 対 し て 前 傾 斜 角 α １ ６ を 有
す る 傾 斜 回 転 筒 ３ を 設 け ， 傾 斜 回 転 筒 ３ を 駆 動 す る 傾 斜 架 台 １ ７ 及 び 前 固 定 台 ４ と 後 固 定
台 １ １ を 横 置 き に す る 。
請 求 項 ２ は ， 前 傾 斜 角 α を 大 き く し た 回 転 筒 や 防 止 円 板 な ど の 形 状 で 構 成 す る 。
（ ６ ） 傾 斜 回 転 筒 ３ の 内 面 円 周 上 に 螺 旋 状 羽 根 １ ８ を 設 け る 。
（ ７ ） 傾 斜 回 転 筒 ３ 内 の 横 断 面 に 支 柱 １ ９ 及 び 防 止 円 板 ２ ０ を 設 け る 。
（ ８ ） 螺 旋 状 羽 根 １ ８ と 防 止 円 板 ２ ０ の 間 に 横 断 隙 間 ２ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
第 一 に ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て ， 回 転 筒 の 形 状 の 原 理 を 説 明 す る 。
図 １ に 回 転 筒 ２ ２ の 形 状 ， 図 ２ 及 び 図 ３ に 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ の 形 状 ， 図 ４ に 傾 斜 回 転 筒 ３
に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 １ に ， 回 転 筒 ２ ２ の 形 状 に つ い て ， 線 及 び 点 を 括 弧 内 の 英 文 字 で 説 明 す る 。
図 １ の 左 図 に 前 端 円 筒 （ ａ ， ｃ ， ｄ ， ｅ ） １ を ， 右 図 に 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ｄ ， ｅ ， ｆ ， ｇ
） ２ を 連 続 し た 形 状 を 一 個 に し た 回 転 筒 （ ａ ， ｃ ， ｄ ， ｇ ， ｆ ， ｅ ） ２ ２ に し ， 回 転 軸 （
ｈ ， ｉ ， ｊ ） １ ５ の 地 上 高 （ ｏ ， ｏ ） に 平 行 し 横 置 き に し て い る 。 前 端 円 筒 １ の 前 方 に 投
入 口 ５ が あ り ， 投 入 口 下 端 部 （ ｂ ） ７ に 地 上 投 入 口 高 さ （ ｏ ， ｂ ） （ 約 １ ． ０ ｍ 以 下 ） ８
よ り 前 端 円 筒 （ ａ ， ｃ ） １ の 内 面 下 部 （ ａ ） ９ ま で 投 入 し ， 投 入 落 下 高 さ （ ａ ， ｂ ） ２ ３
の 間 に ゴ ミ の 貯 留 量 を 設 け て い る 。
内 面 下 部 ９ と 回 転 軸 １ ５ は 高 く な る の で ， 回 転 筒 ２ ２ の 直 径 （ ａ ， ｃ ） は 大 き く し て い る
。
後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ に 排 出 口 （ ｇ ， ｆ ） １ ３ の 中 心 （ ｈ ） に 回 転 軸 １ ５ が あ り ， 地 上 排 出 口
高 さ （ ｆ ， ｏ ） （ 約 １ ． ７ ｍ 以 上 ） １ ４ よ り ゴ ミ 収 集 車 の 収 集 口 は 高 い の で ， 排 出 口 １ ３
の 直 径 （ ｇ ， ｆ ） は 最 小 限 度 に 小 さ く し て い る 。
排 出 口 の 直 径 （ ｇ ， ｆ ） が 小 さ く 回 転 筒 ２ ２ の 直 径 （ ｄ ， ｅ ） が 大 き く な る の で ， 後 端 截
頭 円 垂 筒 （ ｄ ， ｅ ， ｆ ， ｇ ） ２ の 円 垂 筒 ２ ４ の 長 さ （ ｈ ， ｉ ） を 短 く す る と ， 円 垂 角 Θ ２
５ は 大 き く な る の で ， ゴ ミ を 上 昇 さ せ 移 送 す る こ と が 難 し く な る 。
逆 に ， 円 垂 筒 ２ ４ の 長 さ を 長 く す る と ， 円 垂 角 Θ ２ ５ は 小 さ く な る の で ， ゴ ミ を ゆ っ く り
上 昇 す る こ と が で き る が ， 円 垂 筒 長 さ の 途 中 で 落 下 す る こ と に な る 。
し た が っ て ， 実 際 の 回 転 の 速 さ で は ， 円 垂 角 Θ ２ ５ は ３ ５ ° 以 下 ， あ る い は 円 垂 筒 長 さ は
排 出 口 １ ３ の 直 径 に 等 し い よ う な 実 績 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
た と え ば ， 図 ２ に 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ｄ ， ｅ ， ｆ ， ｇ ） ２ の Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 ， 図 ３ に 後 端 截
頭 円 垂 筒 ２ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 の よ う に ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 の 内 面 下 部 ９ に あ る 螺 旋 状 羽 根 （
Ｆ ） １ ８ が 後 方 へ 上 向 き に な る 。
回 転 軸 １ ５ 中 心 へ 右 回 転 し 始 め る と ， 螺 旋 状 羽 根 （ Ｇ ） の 上 の ゴ ミ は 後 方 へ 下 降 し 移 送 す
る 。
こ れ 以 上 よ り 回 転 す る と 螺 旋 状 羽 根 （ Ｈ ） の 上 に あ る ゴ ミ は 落 下 す る 。
し た が っ て 螺 旋 状 羽 根 １ ８ と 截 頭 円 垂 筒 ２ ６ の 長 さ を 短 く し ， 円 垂 角 Θ ２ ４ は ３ ５ ° 以 下
よ り 小 さ く し て ， ゴ ミ の 落 下 を 少 な く す る よ う に 回 転 筒 の 形 状 を 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
た と え ば ， 図 ４ に 傾 斜 回 転 筒 を 示 し て い る 。 ま ず 図 １ の 地 上 投 入 口 高 さ （ ｏ ， ｂ ） （ 約 １
． ０ ｍ 以 下 ） ８ に 等 し い 前 端 円 筒 １ の 直 径 （ ａ ， ｃ ） が 必 要 に な り ， 排 出 口 １ ３ の 直 径 （
ｇ ， ｆ ） が 小 さ く し ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 （ ｄ ， ｅ ， ｆ ， ｇ ） ２ の 円 垂 筒 長 さ （ ｈ ， ｉ ） を 半
分 に 短 く す る 。
す な わ ち 図 ４ に ， 前 端 円 筒 １ の 内 面 下 部 （ ａ ） ９ を 一 定 点 に す る 。 つ ぎ に ， 排 出 口 （ ｇ ，
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ｆ ） １ ３ の 中 心 （ ｈ ） を 平 行 す る 。 排 出 口 １ ３ の 直 径 （ ｇ ， ｆ ） は 常 に 同 じ に な る 。 た と
え ば ， 前 傾 斜 角 α が ゼ ロ の と き で ， 地 上 面 （ ｏ ， ｏ ） と 平 行 し た 回 転 軸 （ ｈ ， ｊ ） １ ５ に
な る と ， 図 １ の 大 き さ に な り ， 截 頭 円 垂 筒 （ ｄ ， ｃ ， ｆ ， ｇ ） ２ の 円 垂 角 Θ ２ ５ が 大 き く
な り ， ゴ ミ の 移 送 量 が 少 な く な る 。 し た が っ て ， 円 垂 角 Θ ２ ５ を 小 さ く す れ ば ， 排 出 口 の
中 心 （ ｈ ， ｏ ） の 方 へ 前 端 円 筒 の 直 径 （ ａ ， ｃ ｏ ） は 小 さ く な り ， 前 傾 斜 角 α １ ６ が 生 じ
る 。
し た が っ て ， 円 垂 角 Θ ｏ ２ ５ は あ る 程 度 に 小 さ く に し て 一 定 に し 回 転 筒 の 容 量 を 少 な く す
れ ば ， 前 傾 斜 角 α １ ６ が だ ん だ ん 大 き く な る 。
し た が っ て ， 妥 当 な 小 さ い 前 傾 斜 角 α ｏ １ ６ に 決 め ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の ゴ ミ 容 量 （ Ｖ ） を 決
め ， 円 垂 角 Θ ｏ ２ ５ を 決 め る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
つ ぎ に 傾 斜 回 転 筒 ３ の 原 理 を 説 明 す る 。
傾 斜 回 転 筒 の ゴ ミ 容 量 Ｖ ， 傾 斜 回 転 筒 の 半 径 Ｒ （ ａ ， ｊ ｏ ） ， 傾 斜 回 転 筒 の 胴 長 　 Ｌ （ ｃ
ｏ ， ｎ ） と す る と ，
　
　
ま た ， 地 上 排 出 口 高 さ （ ｈ ｏ ， ０ ２ ） よ り ， 前 端 円 筒 の 内 面 下 部 点 （ ａ ） か ら の 間 を ， 傾
斜 筒 高 さ Ｔ （ ｈ ｏ ， ｑ ） に し ， 前 傾 斜 角 α に す る と ，
　
　
　
　
　
　
し た が っ て ， 傾 斜 筒 高 さ Ｔ は 一 定 の 高 さ に な り ， 妥 当 な 小 さ い 前 傾 斜 角 α ｏ と し て 一 定 に
な る の で ， ゴ ミ 容 量 Ｖ は 回 転 筒 の 半 径 Ｒ が 決 ま り ， つ ぎ に ， 回 転 筒 の 傾 斜 回 転 筒 の 胴 長 Ｌ
が 決 定 さ れ る 。
つ ぎ に ， 前 傾 斜 角 α ｏ を 決 定 し た あ と は ， を 調 整 が 必 要 と な っ て い る 。
水 平 な 回 転 筒 の 場 合 に は 円 垂 角 Θ は ， 実 際 の ゴ ミ 質 に よ り 円 垂 角 Θ ｏ 約 ３ ５ ° 以 下 と な る
の で ， 傾 斜 回 転 筒 の 場 合 に は ， 前 傾 斜 角 α が あ る と 円 垂 角 の 傾 斜 面 は Θ ｏ ＋ α ｏ の 大 き さ
に な る 。
し た が っ て ， 前 傾 斜 角 α ｏ に 場 合 に は ， Θ ｏ － α ｏ の 大 き さ に 円 垂 角 Θ を 調 整 し ， 円 垂 角
Θ に 対 す る 円 垂 角 Θ の 長 さ を 検 討 す る こ と に な る 。
ま た ， 前 傾 斜 角 α が 大 き く な る と ， 前 端 円 筒 （ ａ ， ｃ ｏ ） の 上 部 点 （ ｃ ｏ ） と ， 前 固 定 台
（ ｃ ｏ ， ｍ ， Ｏ ３ ） が 接 し ， 内 面 下 部 （ ａ ） と 前 固 定 台 の 間 （ Ｏ ３ ， Ｏ ） は 大 き く な る 。
投 入 口 下 端 部 （ ｍ ） が ， 内 面 下 部 に 直 下 に 落 下 で き な い の で ， 傾 斜 樋 （ ｍ ， ａ ） を 設 け る
。
前 端 円 筒 の 内 面 下 部 （ ａ ） と 前 固 定 台 と 水 平 に な る 隙 間 （ ａ ， ａ ｏ ） は ， か な り 広 く な る
の で ， 前 固 定 台 の 投 入 口 下 端 部 の 点 （ ｋ ） か ら の 傾 斜 樋 が 大 き く な り ， 半 分 円 錐 に し た 傾
斜 樋 を 設 け ， 傾 斜 樋 を 投 入 室 の 前 部 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 二 に ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 の 一 つ と し て ， 請 求 項 １ に 示 す 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留
機 の 構 造 に つ い て 説 明 し ， 図 ５ の 側 面 図 ， 図 ６ の 前 面 図 （ Ｃ － Ｃ 矢 視 ） ， 図 ７ の 後 面 図 （
Ｄ － Ｄ 矢 視 ） ， 図 ８ の 側 面 断 面 図 （ Ｅ － Ｅ 断 面 矢 視 ） に よ っ て 示 す 。
傾 斜 回 転 筒 ３ の 内 部 に 複 数 の 螺 旋 状 羽 根 １ ８ が 設 け ら れ ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 中 心 に 回 転 軸 １
５ が 傾 斜 架 台 １ ７ の 上 に 回 転 さ れ る 。
傾 斜 架 台 １ ７ が 平 滑 な 地 上 に 横 置 き さ れ ， 傾 斜 架 台 １ ７ の 上 に が 取 付 け ら れ る 。 傾 斜 回 転
筒 ３ の 前 端 円 筒 １ の 前 開 口 部 は ， 前 固 定 台 ４ に 接 し て 回 転 さ れ る 。
前 固 定 台 ４ の 前 端 に お よ び 投 入 口 蓋 ６ が 設 け ら れ て い る 。
投 入 口 ５ の 下 に 投 入 口 下 端 部 ７ を 設 け ， 投 入 口 下 端 部 ７ は 地 上 投 入 口 高 さ ８ と 同 じ に な る
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。 　 平 滑 な 地 上 面 に 立 っ た 普 通 人 は ， ゴ ミ を 容 易 に 投 入 で き る 地 上 投 入 口 高 さ ８ を 約 １ ．
０ ｍ 以 下 と し て 常 識 的 と し て い る 。
地 上 投 入 高 さ ８ に あ る 投 入 口 下 端 部 ７ よ り 傾 斜 樋 １ ０ を 伝 わ っ て ， 前 端 円 筒 １ の 内 面 下 部
９ ま で 設 け ら れ ， 投 入 落 下 高 さ ２ ３ が 設 定 さ れ て い る 。
ゴ ミ 袋 の 大 き さ は ４ ０ ０ ｍ ｍ 位 ほ ど あ る の で ， 投 入 落 下 高 さ ２ ３ は ， 約 ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の
間 に 構 成 さ れ て い る 。 投 入 落 下 高 さ ２ ３ は 高 い ほ ど よ く 投 入 容 量 の 効 果 が 良 く な る 。
投 入 口 下 端 部 ７ に 設 け ら れ た 前 固 定 台 ４ の 中 に ， 固 定 さ れ た 傾 斜 樋 １ ０ の 円 垂 部 分 が 固 定
さ れ ， そ の 上 部 に 投 入 室 ２ ７ が 囲 わ れ 固 定 さ れ て い る 。 固 定 さ れ た 投 入 室 ２ ７ の 下 部 口 ２
８ の 下 に ， 螺 旋 状 羽 根 １ ８ は 回 転 さ れ 接 し て い る 。 螺 旋 状 羽 根 １ ８ は 前 端 円 筒 １ の 内 面 板
２ ９ に 取 付 け て あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
傾 斜 回 転 筒 ３ の 外 周 に は リ ン グ ３ ０ が 設 け ら れ ， リ ン グ ３ ０ の 外 周 に 支 持 さ れ た 回 転 自 在
の 左 右 ロ ー ラ 軸 受 ３ １ が 傾 斜 架 台 １ ７ 上 に 取 付 け ら れ る 。 さ ら に 同 時 に 前 後 ロ ー ラ 軸 受 ３
２ は ， リ ン グ ３ ０ の 前 後 方 向 に 動 き を 規 制 さ れ ， 傾 斜 架 台 １ ７ 上 に 取 付 け ら れ る 。
ま た ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 外 周 に 大 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ３ が 設 け ら れ ， 傾 斜 架 台 １ ７ 上 の モ ー タ ー
３ ４ に 設 け ら れ た 小 ス プ ロ ケ ッ ト ３ ５ と チ ェ ー ン ３ ６ は 連 結 さ れ ， モ ー タ ー ３ ４ に よ っ て
傾 斜 回 転 筒 ３ が 駆 動 さ れ る 。
前 端 円 筒 １ の 内 面 板 ２ ９ は 大 径 に な り ， 投 入 口 下 端 部 ７ か ら の 投 入 落 下 高 さ ２ ３ は 大 き く
な る 。 逆 に 前 端 円 筒 １ の 外 面 板 ３ ７ の 下 部 中 央 部 は ， で き る だ け 地 上 高 よ り 低 い よ う に 構
成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
傾 斜 回 転 筒 ３ の 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ に は 排 出 口 １ ３ が あ り ， 排 出 口 １ ３ の 中 心 に 地 上 排 出 口
高 さ （ 約 １ ． ７ ｍ 以 上 ） １ ４ を 設 け る 。 ゴ ミ 収 集 車 の 高 さ は 約 １ ． ２ ｍ の 高 さ が あ り ， 排
出 口 の 直 径 は 約 １ ． ０ ｍ 以 上 の 実 績 が あ り ， し た が っ て 地 上 排 出 口 高 さ （ 約 １ ． ７ ｍ 以 上
） １ ４ の 条 件 に な る 。 　 排 出 口 １ ３ に は 排 出 口 蓋 １ ２ が 押 し 付 け ら れ ， か つ 回 転 自 在 に 取
付 け ら れ 常 時 に 閉 鎖 さ れ て い る 。 　 排 出 口 蓋 １ ２ は 回 転 し な が ら 脱 着 ア ー ム ３ ８ に 取 付 け
ら れ ， 脱 着 ア ー ム ３ ８ は 後 固 定 台 １ １ に 取 付 け ら れ ， 後 固 定 台 １ １ は 傾 斜 架 台 １ ７ の 上 に
取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 三 に ， 本 発 明 の 実 施 例 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 と し て ， ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法 を 説 明 す る
。
（ １ ） 地 上 投 入 口 高 さ へ の ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法
本 発 明 に 最 も 重 要 な 条 件 と し て は ， バ リ ア フ リ ー （ 搬 送 路 面 の 段 差 の 排 除 ） の 義 務 付 け か
ら ， 平 滑 な 地 上 面 に 立 っ た 健 常 者 や 身 体 障 害 者 や 車 椅 子 か ら 容 易 に 地 上 直 接 投 入 の 作 業 が
で き る よ う に な っ た 点 で あ る 。 地 上 直 接 投 入 が で き る 地 上 投 入 口 高 さ ８ を ， 約 １ ． ０ ｍ 以
下 と し て ， 基 準 を 常 識 的 と し て い る 。
前 固 定 台 ４ の 投 入 口 ５ よ り 投 入 口 蓋 ６ を き ， 投 入 口 ７ の 下 の 投 入 口 下 端 部 ７ よ り ， 前 端 円
筒 １ の 内 面 下 部 ９ ま で ゴ ミ を 投 入 す る 。 投 入 口 下 端 部 ７ は 地 上 投 入 口 高 さ ８ と 同 じ 高 さ に
し て い る 。 ゴ ミ 袋 の 大 き さ は 約 ４ ０ リ ッ ト ル 位 の 容 量 も あ り ， 重 量 も あ る の で ， 地 上 投 入
口 高 さ ８ の 基 準 は 最 も 重 要 な 条 件 に な っ て い る 。
（ ２ ） 投 入 落 下 高 さ へ の ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法
地 上 投 入 口 高 さ ８ に あ る 投 入 口 下 端 部 ７ よ り ， 前 端 円 筒 １ の 内 面 下 部 ９ ま で ， 投 入 落 下 高
さ ２ ３ は 約 ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の 間 に 設 定 し て い る 。 ゴ ミ 袋 の 大 き さ は 約 ４ ０ リ ッ ト ル 位 の 容
量 が あ り ， 投 入 落 下 高 さ ２ ３ を で き る だ け 大 き く し て い る 。
（ ３ ） 投 入 室 の 貯 留 量 へ の ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法
前 固 定 台 ４ の 後 方 に 固 定 さ れ た 傾 斜 樋 １ ０ 及 び 投 入 室 ２ ７ は ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 前 開 口 部 の
内 部 に 設 け ら れ る 。 投 入 室 ２ ７ の 前 方 に 投 入 口 ５ が 開 い て お り ， 傾 斜 樋 １ ０ を 通 っ て ， 投
入 室 ２ ７ の 下 部 口 ２ ８ へ 開 い て い る 。 投 入 室 の 右 側 下 部 に 押 込 口 ３ ９ が 開 い て お り ， 押 込
口 ３ ９ と 下 部 口 ２ ８ は 連 通 さ れ て い る 。
傾 斜 回 転 筒 ３ の 下 部 に は 螺 旋 状 羽 根 １ ８ が 固 定 さ れ ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 下 部 が 通 常 と し て 右
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方 向 に 回 転 さ れ る 。 投 入 口 ５ よ り 投 入 さ れ た ゴ ミ は 投 入 室 ２ ７ 内 に 充 填 さ れ る 。 下 部 口 ２
８ よ り 回 転 さ れ た 螺 旋 状 羽 根 １ ８ の 上 に ， ゴ ミ が 右 方 向 に 送 ら れ ， 右 側 下 部 の 押 込 口 ３ ９
よ り 螺 旋 状 羽 根 １ ８ に よ っ て 押 込 ま れ ， 投 入 室 ２ ７ よ り 吐 き 出 さ れ ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 内 部
に 貯 留 さ れ る 。
（ ４ ） 円 垂 筒 へ の ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法
ゴ ミ を 投 入 室 ２ ７ よ り 吐 き 出 し ， 螺 旋 状 羽 根 １ ８ の 内 に 移 送 し ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 内 に 貯 留
す る 。 傾 斜 回 転 筒 ３ の 中 に は ， 前 端 円 筒 １ と 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ の ２ つ あ り ， ２ つ の 内 面 板
２ ９ に 螺 旋 状 羽 根 １ ８ を 固 定 す る 。
前 端 円 筒 １ の 内 面 板 ２ ９ は 傾 き ， ゴ ミ を 傾 斜 し 移 送 す る 。 さ ら に 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ の 内 面
板 ２ ９ は 大 き く 傾 き ， ゴ ミ を 傾 斜 面 へ 傾 け て 移 送 す る の で ， ゴ ミ の 落 下 率 が 多 く な る 。
截 頭 円 垂 筒 ２ ６ を 右 回 転 に 始 め る と ， 下 部 の 螺 旋 状 羽 根 １ ８ を 後 方 へ 上 向 き に し ， 右 部 の
螺 旋 状 羽 根 １ ８ を 後 方 へ し て ゴ ミ を 下 降 し 移 送 す る 。 上 部 の 螺 旋 状 羽 根 １ ８ よ り ゴ ミ を 落
下 す る が ， 後 方 へ は 移 送 す る こ と が で き な い 。
ま た 排 出 口 蓋 １ ２ を 閉 鎖 す る 場 合 に は ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 後 部 内 に ゴ ミ を 貯 留 す る 。 ゴ ミ が
満 杯 に な り 排 出 口 蓋 １ ２ を 開 放 す る 場 合 に は ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ の 回 転 に よ り 螺 旋 状 羽 根
２ ４ が ゴ ミ を 後 方 に 押 し 出 し ， 排 出 口 １ ３ よ り 排 出 し ， ゴ ミ 収 集 車 の 収 集 口 に 収 集 す る 。
（ ５ ） 傾 斜 回 転 筒 へ の ゴ ミ 移 送 の 使 用 方 法
水 平 な 回 転 筒 ２ ２ の 場 合 だ と ， 前 端 円 筒 １ 内 で も ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ 内 で も ， 螺 旋 状 羽 根
１ ８ が 当 る 場 合 に は 上 部 へ 降 下 し な が ら 後 方 へ ゴ ミ を 移 送 す る 。
但 し ， 後 端 截 頭 円 垂 筒 ２ の 場 合 に は ， 円 垂 角 Θ ２ ５ の 落 下 率 が 大 き く な る の で ゴ ミ の 移 送
量 が 悪 く な る 。
し か し 前 傾 斜 角 α １ ６ が 傾 い て 傾 斜 回 転 筒 ３ に な る と ， 全 体 的 に 落 下 率 が ま す ま す 大 き く
な り ， ゴ ミ の 移 送 は 効 率 が 悪 く な る 。 ま た 螺 旋 状 羽 根 １ ８ に ゴ ミ が 当 ら な い 場 合 は ， 傾 く
前 端 円 筒 １ の 部 分 で ま す ま す ゴ ミ の 移 送 は 悪 く な る 。
前 傾 斜 角 α １ ６ が 小 さ く し て も ， ゴ ミ の 質 に よ っ て ゴ ミ の 移 送 の 効 率 が 悪 く な る の で ， 防
止 円 板 ２ ０ の 対 策 を 設 け る 。
し た が っ て ， 傾 斜 回 転 筒 ３ の 空 間 内 に 複 数 に 防 止 円 板 ２ ０ を 設 け て ， ゴ ミ の 移 送 を で き る
だ け 大 き く し ， 排 出 口 １ ３ よ り 排 出 が で き る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 四 に ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 の 一 つ と し て ， 請 求 項 ２ に 示 す 防 止 円 板 ２ ０ の 構 造
に つ い て 説 明 し ， 図 ９ の 防 止 円 板 の 側 面 図 （ Ｆ － Ｆ 断 面 矢 視 ） ， お よ び 図 １ ０ の 防 止 円 板
の 横 断 面 図 （ Ｇ － Ｇ 横 断 面 矢 視 ） を 示 す 。
前 端 円 筒 １ の 内 面 に 横 断 面 に 二 個 の 支 柱 １ ９ を 設 け ， 支 柱 の 中 央 に 防 止 円 板 ２ ０ を 設 け ，
前 端 円 筒 内 に 固 定 し て い る 。 前 端 円 筒 １ の 内 面 に 螺 旋 状 羽 根 １ ８ は 連 続 ま た は 不 連 続 の 螺
旋 状 に 羽 根 巾 ４ ０ を 固 定 し て い る 。
羽 根 巾 ４ ０ 内 の 空 間 断 面 積 ４ １ の 中 に ， 防 止 円 板 ２ ０ を 設 け ， そ の 間 に 横 断 隙 間 ４ ２ を 構
成 し て い る 。 投 入 室 ２ ７ よ り ゴ ミ を 吐 き 出 し ， 傾 斜 回 転 筒 ３ も 内 部 に 貯 留 し 回 転 し て ， ゴ
ミ を 移 送 し 後 部 へ 上 昇 す る 。
螺 旋 状 羽 根 １ ８ の 羽 根 巾 ４ ０ の 下 部 に 後 部 へ ゴ ミ を 移 送 す る が ， 内 面 の 空 間 断 面 積 ４ １ に
羽 根 巾 ４ ０ に 当 る ゴ ミ に は な い か ら ， ゴ ミ は 前 部 の 方 へ 降 下 す る 。
前 傾 斜 角 α １ ６ が 小 さ い 角 度 に あ る 場 合 に は 問 題 は な い が ， 前 傾 斜 角 α １ ６ が ５ ° 以 上 の
大 き い 角 度 に な る と ， ゴ ミ が 前 方 向 へ 逆 行 し て 降 下 に な り ， ゴ ミ の 移 送 量 が 少 な く な る 。
し た が っ て ， 空 間 断 面 積 ４ １ が 降 下 し な い よ う に ， 防 止 円 板 ２ ０ で 空 間 を 塞 ぐ 対 策 に す る
。 ゴ ミ 袋 な ど の 場 合 に は ， 約 ４ ０ リ ッ ト ル の 容 量 が あ る の で ， 横 断 隙 間 ４ ２ か ら ゴ ミ が 少
し 通 過 す る が ， 防 止 円 板 ２ ０ の 後 部 面 に ゴ ミ を 貯 留 す る こ と が で き る 。 防 止 円 板 ２ ０ に 複
数 個 を 設 け れ ば 効 果 は 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
既 設 の 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 に は ， 段 差 を も っ て ゴ ミ 投 入 用 階 段 や ス テ ッ プ を 併 設 し て ， バ リ
ア フ リ ー の 考 え を 義 務 付 け に し ， バ リ ア フ リ ー の 構 造 を 早 急 に 考 え る 必 要 が あ っ た 。
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し た が っ て ， ゴ ミ 投 入 用 階 段 を 廃 止 し ， 新 し い 商 品 の ゴ ミ 投 入 移 送 装 置 等 を 差 換 え て ， ゴ
ミ 貯 留 機 の 他 に 別 途 に 設 置 す る 必 要 が あ っ た 。
ゴ ミ 投 入 用 階 段 を 昇 っ り ゴ ミ 袋 を 運 搬 す る な ど 投 入 す る 労 力 は 多 か っ た 。 代 わ り に ゴ ミ 投
入 移 送 装 置 は 楽 な の で ， 機 械 装 置 が 大 き く な っ て も ， バ リ ア フ リ ー の 便 益 は 非 常 に 評 価 さ
れ て い た 。 ゴ ミ 投 入 移 送 装 置 に 段 差 を 無 く な っ た の で ， 大 き な 効 果 は だ し て い る 。
と く に 地 上 投 入 口 高 さ の 点 は ， 地 上 に 直 接 投 入 す る 便 益 は 大 き い 。 重 量 の 作 業 に よ る 負 担
は 段 差 に よ っ て 大 き い 。 ま た 段 差 に よ る 安 全 性 や 危 険 性 な ど も 便 益 性 が 大 き い と 評 価 さ れ
た 。
し か し ， ゴ ミ 投 入 移 送 装 置 な ど の 便 益 性 は 良 く な っ た が ， 利 益 性 の 面 が 問 題 と な っ た 。
そ こ で 本 発 明 で は ， 傾 斜 回 転 筒 の 形 状 の 新 し い 創 造 の 局 面 か ら 構 成 し た 。
傾 斜 回 転 筒 と い う 本 発 明 で は ， 便 益 性 の 効 果 も 大 き い が ， 利 益 性 の 効 果 は 最 も 大 き い 。 利
益 性 が 最 も 大 き い の は ， 原 価 の 利 益 が 大 き い こ と で あ る 。
す で に バ リ ア フ リ ー の た め の ゴ ミ 投 入 移 送 装 置 等 と し て は ， ゴ ミ 貯 留 機 を 別 途 に 付 設 し た
機 械 装 置 費 に し ， 顧 客 と し て は 不 利 益 な 問 題 も で て い る 。 ま た ゴ ミ 投 入 移 送 装 置 等 に つ い
て は 機 械 装 置 費 の 他 に は ， 設 備 費 ， 電 気 費 ， 修 理 費 ， サ ー ビ ス 費 な ど も 購 入 が で る 。
こ れ に 対 し て 本 発 明 に つ い て は ， 非 常 に 利 益 性 な 効 果 が 大 き く ， 単 な る 便 益 ば か り で は な
く ， サ ー ビ ス に 対 す る 社 会 性 へ の 貢 献 は 大 き い も の と な る 。
こ の よ う に 本 発 明 の 特 徴 は ， バ リ ア フ リ ー の 問 題 と し て ， 健 常 者 や 障 害 者 に 隔 て な く 生 活
に で き る 大 き な 便 益 を も た ら す こ と が で き る 。 し か も 傾 斜 回 転 筒 の 独 特 な 形 状 は 簡 単 で し
か も 大 き な 利 益 を 与 え る こ と が で き る 。
し た が っ て 本 発 明 は ， 産 業 と 経 済 の 発 展 ば か り で な く ， 社 会 面 と し て の ノ ー マ ル ラ イ ゼ ー
シ ョ ン （ 健 常 者 ， 障 害 者 が 隔 て な く 生 活 で き る 社 会 ） と い う 道 徳 性 上 の 大 き い 問 題 を 貢 献
す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 　 １ 】 本 発 明 の 回 転 筒 の 形 状 を 示 し て い る 。
【 図 　 ２ 】 本 発 明 の 後 端 截 頭 円 垂 筒 の 形 状 を Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 に 示 し て い る 。
【 図 　 ３ 】 本 発 明 の 後 端 截 頭 円 垂 筒 の 形 状 を Ａ － Ａ 矢 視 断 面 に 示 し て い る 。
【 図 　 ４ 】 本 発 明 の 傾 斜 回 転 筒 の 形 状 を 示 し て い る 。
【 図 　 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 の 側 面 図 を 示 し て い る 。
【 図 　 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 の 前 面 図 （ Ｃ － Ｃ 矢 視 ） を 示 し て い る
。
【 図 　 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 の 後 面 図 （ Ｄ － Ｄ 矢 視 ） を 示 し て い る
。
【 図 　 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 傾 斜 回 転 筒 ゴ ミ 貯 留 機 の 側 面 断 面 図 （ Ｅ － Ｅ 断 面 矢 視 ） を 示
し て い る 。
【 図 　 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 防 止 円 板 の 側 面 断 面 図 （ Ｆ － Ｆ 断 面 矢 視 ） を 示 し て い る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 防 止 円 板 の 横 断 面 図 （ Ｇ － Ｇ 断 面 矢 視 ） を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 前 端 円 筒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 後 端 截 頭 円 垂 筒
３ 　 　 傾 斜 回 転 筒 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 　 前 固 定 台
５ 　 　 投 入 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 　 投 入 口 蓋
７ 　 　 投 入 口 下 端 部 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 　 地 上 投 入 口 高 さ
９ 　 　 内 面 下 部 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 傾 斜 樋
１ １ 　 　 後 固 定 台 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 　 排 出 口 蓋
１ ３ 　 　 排 出 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 　 地 上 排 出 口 高 さ
１ ５ 　 　 回 転 軸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ 　 　 前 傾 斜 角 α
１ ７ 　 　 傾 斜 架 台 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 　 螺 旋 状 羽 根
１ ９ 　 　 支 柱 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 　 防 止 円 板
２ １ 　 　 横 断 隙 間
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(10) JP 2004-338936 A 2004.12.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

